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分   会
2 0 1 9 年
１ ／ １ 付
現 勢

月 間 目 標
成 果

（ 1 0 / 1 時
点 ）

西 尾 久 2 9 8 1 1 1

東 尾 久 １ 1 1 9 5 4

東 尾 久 ２ 1 6 5 6

荒 　  川 2 7 0 1 0 3

町 屋 北 1 6 2 6 2

町 屋 南 1 8 3 7 ★ 1 8

日 暮 里 １ 1 3 6 5 1

日 暮 里 ２ 1 5 4 6 2

南 千 住 1 7 1 6 1

事 業 所 1 8 8 7

直 　  属 1 6 3 2 1

合 　 計 2 ,0 0 9 7 1 3 3

主 婦 の 会 3 3 6 1 0 7

青 年 部 4 0 4

荒 友 会 2 0 2 1 0 ★ 1 0

( 1 ) ２０１９年１０月１０日 第６１２号

10月18日(金)14時～16時

希望者は前日までに予約を

10月初組合員数＝1987人(-3人)
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【
組
織
部
発
】
10
月
４
日
、
秋
の
拡
大
中
間

決
起
集
会
を
支
部
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

本
部
か
ら
芳
井
常
任
中
執
が
激
励
に
来
て
下

さ
り
、
後
半
戦
に
向
け
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
参
加
者
全
員
で
最
後
ま
で
頑
張
る

決
意
を
固
め
ま
し
た
。

１
月
１
日
現
勢
２
０
０
９
人
に
対
し
１
９
８

７
人
で
折
り
返
し
、
秋
の
拡
大
目
標
は
71
人
の

と
こ
ろ
33
人
の
到
達
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
標
を
達
成
し
て
い
る
分
会
は
町
屋
南
分
会

で
す
。
荒
友
会
も
一
足
先
に
目
標
を
達
成
し
て

い
ま
す
。
荒
川
分
会
で
は
新
加
入
者
が
活
動
に

参
加
し
た
り
と
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
行
動
日
も
わ
ず
か
と
な
り
ま
す
。

支
部
目
標
の
達
成
に
向
け
、
全
分
会
で
最
後
ま

で
奮
闘
し
、
打
上
式
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

を
行
い
、
働
き
方
改
革
（
36
協

定
や
就
業
規
則
の
作
成
な
ど
）

へ
の
相
談
や
４
保
険
（
国
保
・

年
金
・
労
災
・
雇
用
）
と
共
済

の
メ
リ
ッ
ト
を
案
内
し
て
い
ま

す
。将

来
支
部
の
運
動
を
支
え
る

後
継
者
世
代
へ
の
訪
問
を
10
月

29
日
ま
で
に
分
会
役
員
と
後
継

者
世
代
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
訪

問
し
て
い
き
ま
す
。

第４次節目目標達成した東尾久１分会

第６次行動日

10月16日（水）・17日（木）

第７次行動日

10月25日（金）・29日（火）

打上式・新歓 11月5日（火）

拡大後半戦

ラストスパート！

散
策
の
お
知
ら
せ

二
百
年
の
歴
史
を
荒
友

会
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

【
行
先
】

向
島
百
花
園

【
日
時
】

10
月
27
日
（
日
）

【
集
合
時
間
・
場
所
】

９
時
30
分
集
合

場
所
・
支
部
会
館

参
加
費
・
５
０
０
円

荒
友
会

全分会

を

今
月
間
の
特
徴
と
し
て
は
、

９
月
も
昼
間
行
動
を
３
日
間
行

い
、
26
人
の
行
動
で
87
件
（
組

合
内
事
業
所
46
件
、
未
加
入
事

業
所
41
件
）
を
訪
問
し
ま
し

た
。
ま
た
そ
の
中
で
タ
イ
ム
ス

の
張
り
出
し
も
３
件
行
い
ま
し

た
。
訪
問
の
中
で
、
見
習
い
中

や
新
規
採
用
者
の
情
報
が
得
ら

れ
た
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

事
業
所
の
状
況
や
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
浸
透
具
合
に
つ
い

て
の
把
握
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

後
半
の
取
り
組
み
で
は
全
分

会
で
全
組
合
員
訪
問
を
行
い
ま

す
。
健
診
・
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
登
録
・
就
業
実

態
調
査
・
国
保
は
が
き
要
請
の

意
義
な
ど
労
働
組
合
と
し
て
の

運
動
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

「
後
継
者
Ｂ
Ｂ
Ｑ
レ
ク
や
秋
の

分
会
レ
ク
」
な
ど
も
案
内
し
組

合
活
動
へ
の
参
加
・
協
力
も
求

め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
引
き
続
き
昼
間
行
動

こ
の
間
の
取
り
組
み

後
半
の
取
り
組
み

【
日
暮
里
一
＝
川
又
好
一
記

者
】
日
暮
里
１
分
会
で
は
分
会

長
が
出
陣
式
で
「
計
画
と
目
標

を
立
て
、
拡
大
達
成
を
成
し
遂

げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
拡

大
行
動
日
の
９
月
19
日
は
、
組

合
員
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
５
人
で
町
会
事
務
所
に
、

集
合
し
12
軒
の
訪
問
行
動
を
し

ま
し
た
。
会
長
が
主
体
と
な

り
、
組
合
員
訪
問
の
呼
び
か
け

を
行
い
、
対
象
者
が
居
な
い
か

な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
未
加
入
者
へ
の

飛
び
込
み
訪
問
で
は
名
刺
を
使

用
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡

し
な
が
ら
会
話
を
し
、
何
と
か

一
人
の
拡
大
に
繋
が
り
そ
う
で

す
。
後
半
も
頑
張
り
ま
す
。

組合員訪問の様子

荒川分会＝組合員訪問の様子
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【
町
屋
南
＝
薄
井
章
記
者
】

今
年
は
例
年
に
な
い
数
の
子
供

た
ち
が
事
業
所
分
会
の
タ
イ
ル

細
工
に
訪
れ
、
い
き
い
き
ま
つ

り
終
了
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

分
会
長
の
八
木
橋
さ
ん

は
「
休
む
暇
が
な
い
く
ら

い
、
す
ご
く
忙
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

今
年
は
子
供
た
ち
が
た

く
さ
ん
遊
べ
る
企
画
が
多

く
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
も

各
所
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

２０１９年１０月１０日 第６１２号（ 3 ） （ 2 ）

【
荒
川
支
部
＝
金
史
樹
】

第
25
回
荒
川
区
民
い
き
い
き

ま
つ
り
が
９
月
29
日
、
荒
川

区
役
所
前
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

共
催
団
体
は
、
東
京
土
建

の
ほ
か
に
東
京
ほ
く
と
医
療

生
協
荒
川
診
療
所
、
荒
川
生

活
と
健
康
を
守
る
会
、
荒
川

民
主
商
工
会
、
新
婦
人
荒
川

支
部
、
年
金
者
組
合
荒
川
支

部
の
５
団
体
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
荒
川
消
防

署
が
ブ
ー
ス
出
展
し
ま
し

た
。天

候
に
も
恵
ま
れ
無
事
に

開
催
。
来
場
者
は
３
０
０
０

人
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
教
育
委
員
会
の
後

援
を
受
け
、
会
場
近
く
の
小

学
校
に
案
内
を
入
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
親
子
連
れ
が
多
く

目
立
ち
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
は
午
前
中
長
蛇

の
列
で
３
６
７
丁
研
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
組
合
員
さ
ん
の

繋
が
り
で
、
荒
川
新
開
太
鼓

に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
が
あ
り

来
場
者
の
足
を
止
め
ま
し

た
。
荒
川
消
防
署
、
荒
川
区

役
所
防
災
課
の
協
力
を
得

て
、
ミ
ニ
消
防
車
体
験
や
起

震
車
体
験
を
初
め
て
取
り
入

れ
、
多
く
の
来
場
者
が
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

荒
川
区
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
あ
ら
坊
」
と

「
あ
ら
み
ぃ
」
が
初
登
場

し
、
ど
け
ん
た
ろ
う
と
一
緒

に
会
場
の
子
供
た
ち
の
人
気

を
さ
ら
い
ま
し
た
。
タ
イ
ル

細
工
（
事
業
所
分
会
）
、
Ｍ

Ｙ
箸
つ
く
り
（
南
千
住
分

会
）
、
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
（
荒

友
会
）
、
コ
ッ
パ
ト
イ
で
は

多
く
の
子
ど
も
が
楽
し
み
ま

し
た
。
住
宅
相
談
は
水
漏
れ

・
解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

な
ど
７
件
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
支
部
か
ら
は
１
６
９
人

（
来
賓
、
書
記
含
む
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

【
西
尾
久
＝
小
野
澤
富
彦

記
者
】
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
ゲ
ー

ム
は
今
回
で
３
回
目
と
な
り

ま
す
。
今
回
は
角
地
で
開
催

と
な
り
場
所
が
今
ま
で
で
、

一
番
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
10
時
に
開
場
す

る
と
、
小
さ
な
お
子
様

を
連
れ
た
親
子
が
目
立

ち
は
じ
め
「
お
菓
子
付

き
の
ゲ
ー
ム
は
い
か
が

で
す
か
」
と
声
を
か
け

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
も

沢
山
の
子
供
た
ち
が
続

々
と
集
ま
り
追
加
の
買

い
出
し
を
す
る
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。
子
供
た

ち
と
沢
山
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
と
て
も
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の

荒
友
会
へ
の
来
場
数
は
85
人

で
し
た
。

今年も大盛況で大成功

来
場
者
数
は
約
３
０
０
０
人

夢のコラボが実現荒川消防署の協力を得て

ブース出展

区役所防災課にも協力を依頼

起震車で貴重な体験を

貴重な体験ができると沢山の人が集まりました

初

【
日
暮
里
１
＝
川
又

好
一
記
者
】
「
荒
川

区
民
い
き
い
き
ま
つ

り
」
当
日
の
天
気
が

気
が
か
り
で
し
た

が
、
予
報
が
外
れ
て

雨
に
降
ら
れ
ず
開
催

で
き
た
事
で
、
み
ん

な
元
気
に
来
場
者
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

日
暮
里
第
一
分
会

は
参
加
者
20
人
で
お

客
様
を
迎
え
ま
し

た
。
名
物
の
野
菜
と

肉
が
た
っ
ぷ
り
と
入

っ
た
焼
き
そ
ば
が
お

昼
に
は
完
売
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
も
そ
の

後
す
ぐ
完
売
と
な
る

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

バ
ザ
ー
も
大
変
な

人
気
で
、
商
品
空
き

箱
が
、
見
る
見
る
う

ち
に
山
積
み
に
な
る

勢
い
で
売
れ
ま
し

た
。そ

の
後
は
し
っ
か

り
と
皆
で
反
省
会
を

し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
完
売
の
時
間

が
早
過
ぎ
て
売
る
も

の
が
な
い
の
で
、
商

品
の
数
を
増
や
せ
な

い
か
、
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
の

で
次
回
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

全員で協力して完売御礼となりました 85
人
の
子
供
た
ち
が

みんなの応援で僕がんばった

【
荒
川
＝
並
木
義

男
記
者
】
前
日
の
天

気
予
報
で
は
曇
り
時

々
雨
も
、
当
日
は
秋

晴
れ
と
な
り
大
勢
の

人
出
で
荒
川
分
会
の

テ
ン
ト
前
も
家
族
づ

れ
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

焼
き
そ
ば
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
玉
こ

ん
に
ゃ
く
、
も
ち
焼

き
は
追
加
の
買
い
出

し
を
し
て
も
行
列
が

続
き
お
昼
過
ぎ
に
は

完
売
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
春
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

追加の買い出し...それでも

分会の皆さん大忙しでした

荒
川

子
供
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て

思
い
出
づ
く
り

工作教室 あら坊とあらみぃ

どけんたろう

子供たちがとても嬉しそうでした

荒川新開太鼓の和太鼓公演がとても迫力ありました

どんだけ～

包丁研ぎ３６７丁

朝
か
ら
長
蛇
の
列
だ
っ
た

昨
年
の
い
き
い
き
ま
つ
り
は
４
０
０
丁
で
今
年
は

依
頼
数
が
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
研
ぎ

手
の
減
少
か
ら
一
人
に
掛
か
る
負
担
は
大
き
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
３
５
０
丁
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
包
丁
研
ぎ
の
要
員
さ
ん

か
ら
は
「
当
分
い
い
か
な
」
と
苦
笑
い
も
。

包丁研ぎは大人気でした上手にできました

み
ん
な
の
笑
顔
が
素
敵

笑顔特集

忙しくても皆笑顔が素敵でした

みんな大好きポップコーン
【
日
暮
里
一
＝
川
又
好
一
記

者
】
日
暮
里
２
分
会
は
味
噌

お
で
ん
と
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
販

売
で
し
た
が
と
て
も
盛
況
で
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
は
お
年
寄
り
の
方

も
大
好
き
な
よ
う
で
、
午
後
に

は
完
売
し
て
い
ま
し
た
。

親
子
で
一
緒
に
Ｍ
Ｙ
箸
づ
く
り

日
暮
里
２

【
南
千
住
＝
竹
達
浩
記
者
】

南
千
住
分
会
の
今
年
の
出
し
も

の
は
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Ｍ
Ｙ
は
し
作
り
（
私
の
箸
つ
く

り
）
で
す
。
今
年
の
い
き
い
き

ま
つ
り
の
特
徴
的
な
こ
と
は
、

開
催
日
が
例
年
よ
り
早
く
日
曜

日
で
天
候
が
守
ら
れ
、
来
場
者

が
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
お
子

さ
ん
連
れ
の
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
が
多
く
、
Ｍ
Ｙ
は
し
作
り
は

多
忙
を
極
め
ま
し
た
。

ま
た
、
と
な
り
の
ベ
イ
ゴ
マ

廻
し
で
は
早
川
さ
ん
が
、
子
供

た
ち
に
回
し
方
を
指
南
し
て
い

ま
す
。

は
し
作
り
も
ベ
イ
ゴ
マ
廻
し

も
子
供
た
ち
の
思
い
出
に
来
年

も
頑
張
り
ま
す
。
下
準
備
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
分
会
の
皆
さ
ん

ご
苦
労
様
。

南千住事業所

タ
イ
ル
細
工
も
大
盛
況

列になって賑わっていました

初

日
暮
里
１
ぜ～んぶ完売

荒友会

列になって賑わっていました

迫
力
あ
る

和
太
鼓

大
人
に
も
大
人
気
で
し
た
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【
荒
川
＝
並
木
義
男
記

者
】
全
建
総
連
東
京
都
連
荒

川
区
建
設
協
議
会
（
日
暮
里

建
設
業
組
合
・
首
都
圏
建
設

産
業
ユ
ニ
オ
ン
城
北
支
部
・

東
京
土
建
荒
川
支
部
で
構

成
）
は
９
月
18
日
、
公
明
党

区
議
団
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

公
契
約
条
例
学
習
会
を
荒
川

区
役
所
会
議
室
で
行
い
ま
し

た
。
８
月
に
は
共
産
党
区
議

団
と
も
公
契
約
条
例
を
め
ぐ

る
懇
談
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。東

京
土
建
の
船
橋
書
記
の

司
会
挨
拶
で
始
ま
り
参
加
者

の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、
続

い
て
公
契
約
条
例
に
つ
い

て
、
全
建
総
連
東
京
都
連
の

長
谷
部
書
記
次
長
の
講
義
が

あ
り
、
公
契
約
条
例
と
は
、

自
治
体
が
発
注
す
る
公
共
工

事
で
、
業
務
委
託
等
に
従
事

す
る
従
事
者
の
賃
金
・
報
酬

２０１９年１０月１０日 第６１２号

下
限
額
を
決
め
、
自
治
体
、
受

注
者
の
責
任
等
を
契
約
事
項
に

加
え
る
事
を
定
め
た
条
例
で
あ

る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

講
義
を
受
け
て
公
明
党
区
議

団
か
ら
、
最
低
賃
金
が
割
り
込

む
懸
念
は
な
い
の
か
、
公
契
約

条
例
を
取
り
入
れ
て
い
る
自
治

体
と
取
り
入
れ
て
い
な
い
自
治

体
の
差
は
何
か
、
労
働
者
の
賃

金
は
良
く
な
る
が
企
業
側
の
反

応
は
ど
う
な
の
か
、
非
正
規
雇

用
の
問
題
は
ど
う
な
の
か
、
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

公
明
党
区
議
団
は
、
「
今
回

の
意
見
交
換
で
終
わ
ら
せ
る
事

な
く
私
た
ち
も
公
契
約
条
例
を

制
定
し
て
い
る
行
政
に
話
を
聞

く
な
ど
し
て
今
日
の
資
料
も
見

て
勉
強
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

学
習
会
に
は
公
明
党
か
ら
６

人
、
協
議
会
か
ら
７
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

公
契
約
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
習

荒川区役所会議室で公明党区議団と学習会をする様子

公
明
党
区
議
団
と
学
習
会
を
開
催

【
西
尾
久
＝
増
山
國
吉
通
信

員
】
台
東
区
で
８
日
、
「
２
０

１
９
世
直
し
雷
大
行
進
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

都
内
の
団
体
や
労
働
者
、
中

小
業
者
、
年
金
生
活
者
な
ど
が

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
10

月
か
ら
の
消
費
税
増
税
ス
ト
ッ

プ
に
向
け
、
例
年
よ
り
開
催
日

を
前
倒
し
し
て
行
い
ま
し
た
。

荒
川
支
部
か
ら
は
３
人
が
参

加
し
全
体
の
参
加
者
は
８
０
０

人
で
し
た
。

行
進
に
先
立
ち
開
か
れ
た
集

会
で
、
田
中
茂
実
行
委
員
長

は
、
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
の

実
現
な
ど
三
つ
の
最
低
保
障
に

加
え
、
「
消
費
税
増
税
反
対
の

声
を
あ
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

国
会
を
開
か
な
い
ま
ま
増
税

を
強
行
し
、
社
会
保
障
の
改
悪

を
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
国

民
の
民
意
を
無
視
し
て
い
ま

す
。
大
企
業
の
法
人
税
の
優
遇

を
や
め
さ
せ
「
支
払
い
能
力
に

応
じ
た
負
担
」
に
し
、
原
発
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
な
ど
ム
ダ
な
大

型
工
事
な
ど
を
見
直
す
こ
と
が

先
決
で
す
。
ま
た
、
軍
事
費
は

安
倍
政
権
の
も
と
で
５
兆
円
を

超
え
て
い
ま
す
。
富
裕
層
や
法

人
税
の
優
遇
税
制
を
正
せ
ば
社

会
保
障
の
充
実
の
財
源
や
消
費

税
を
廃
止
で
き
る
財
源
が
生
ま

れ
る
は
ず
で
す
。
参
加
者
は
、

チ
ン
ド
ン
屋
の
太
鼓
な
ど
に
合

わ
せ
て
「
消
費
税
増
税
や
め
ろ

！
」
「
中
小
企
業
の
営
業
を
守

れ
」
と
訴
え
な
が
ら
浅
草
の
街

を
に
ぎ
や
か
に
行
進
し
ま
し

た
。

消費税増税反対世
直
し
雷
大
行
進

チンドン屋の太鼓などに合わせて行進する様子

【
社
保
対
部
発
】
９
月
15

日
、
毎
年
敬
老
の
日
に
社
保
対

部
主
催
で
高
齢
者
の
集
い
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
そ

の
前
日
に
開
催
と
な
り
36
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

支
部
会
館
の
３
階
で
藤
川
部

長
に
よ
る
「
高
齢
者
の
安
全
な

入
浴
と
危
険
な
入
浴
」
に
つ
い

て
ミ
ニ
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
年
間
１
万
人
以
上

の
方
が
入
浴
に
関
連
す
る
事
故

で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
数
字

に
は
、
浴
槽
内
で

の
溺
死
、
心
臓
・

脳
血
管
障
害
な
ど

に
よ
る
病
死
、
浴

槽
内
で
滑
っ
た
り

つ
ま
ず
い
た
り
す

る
転
倒
事
故
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
大
半
が
高
齢
者
で

す
。
入
浴
前
と
入
浴
後
の
注

意
、
特
に
入
浴
後
の
水
分
補
給

に
注
意
が
必
要
で
す
。

学
習
後
は
毎
年
恒
例
の
草
加

健
康
セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
私
的
に
は
草
津
の
湯
が
一

押
し
で
す
が
、
入
浴
タ
イ
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。

入
浴
後
は
皆
楽
し
み
に
し
て

い
た
カ
ラ
オ
ケ
付
き
の
宴
会
を

行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
日
頃
か

ら
鍛
え
て
い
る
の

か
と
て
も
上
手
で

し
た
。
荒
友
会
か

ら
も
差
し
入
れ
が

あ
り
、
最
後
ま
で

と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

ミ
ニ
学
習
で
入
浴
に
つ
い
て
も
学
ぶ

今
年
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

高齢者集会

【
荒
川
＝
磯

部
正
三
記
者
】

９
月
27
日
、
東

京
２
陣
の
結
審

日
と
な
り
地
裁

の
正
門
の

前
に
は
約

３
０
０
０

人
の
支
援

者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
既

に
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
で
は

地
裁
、
高
裁
で

国
に
10
度
も
断

罪
を
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
全
国
の
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
で
７
０
０
人
以
上
い
る
原

告
の
う
ち
裁
判
の
途
中
で
亡

く
な
ら
れ
た
人
は
70
％
を
超

え
て
い
ま
す
。
こ
の
東
京
２

陣
で
も
２
０
１
４
年
５
月
15

日
の
提
訴
後
２
年
間
に
12
人

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

小
野
寺
弁
護
団
長
は
「
も

は
や
こ
れ
ま
で
の
判
決
を
覆

す
こ
と
は
国
も
企
業
も
で
き

な
い
。

裁
判
を
無
駄
に
長
引
か
せ

る
の
で
は
な
く
、
和
解
の
話

し
合
い
を

す
る
べ
き

だ
」
と
強

く
訴
え
ま

し
た
。

こ
の
訴
訟
は
来
春
、
４
月

17
日
に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

ま
す
。
私
は
、
原
告
の
命
あ

る
う
ち
の
解
決
を
望
み
ま

す
。

正
門
の
前
に
約
３
０
０
０
人
が
結
集

東京２陣・東京地裁29回期日行動

団結ガンバローの様子

【
南
千
住
・
濱
田

和
男
通
信
員
】
父

が
亡
く
な
る
そ
の

年
の
お
盆
、
私
に

「
読
ん
で
み
ろ
」

と
く
れ
た
コ
ー
ス

タ
ー
に
書
か
れ
て

い
た
詩
が
、
と
て

も
味
わ
い
深
い
も

の
だ
っ
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。
こ
の

ほ
か
こ
の
詩
に
は

続
き
も
あ
る
そ
う

な
の
で
興
味
が
あ

り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

調
べ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

親
の
教
え
は

き
く
の
は
な

人
の
悪
く
ち

く
ち
な
し
で

頭
は
垂
れ
て

ふ
じ
の
は
な

笑
顔
あ
か
る
く

ひ
ま
わ
り
で

愛
を
は
ぐ
く
む

ば
ら
の
は
な

心
清
ら
か

し
ら
ゆ
り
で

世
は
移
ろ
い
で

あ
じ
さ
い
の

月
日
は
早
く

た
ち
ば
な
で

散
り
際
さ
や
か

さ
く
ら
ば
な

先
は
浄
土
の

は
す
の
は
な

随 想

南
部
蝉
し
ぐ
れ
を
唄
う
三
戸
部
さ
ん


	242061おれたち01面2校[1]
	242061おれたち02-03面2校[2-3]
	242061おれたち04面2校[4]

